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 有機薄膜太陽電池の活性層は、p 型及び n

型有機半導体のナノ構造制御のために液晶

性有機半導体は強い自己組織化性と効率的

なキャリヤ及び励起子移動が可能である点

で興味深い。我々は、液晶性の特徴の一つ

である混和性と異種分子間に作用する相分

離を利用してキャリヤ移動及び励起子移動

の両パス及び p—n 接合界面をも形成させる試みを行って

いる。共にヘキサゴナルカラムナー（Colh）相を示す液晶

性フタロシアニン及びその亜鉛錯体の混合系では混合後、

透明点前後の繰り返しの加熱・冷却操作により、一度低下

するキャリヤ移動度が元のレベルに復帰する事を見いだ

しており、巨視的にはカラム構造がヘキサゴナルパッキン

グした Colh 相であるが、ナノスケールの構造として単一

成分カラムの形成が実現されている可能性を指摘した１。

本研究では、分子構造的に同族である液晶性フタロシアニ

ン C6PcH2 及び液晶性テトラベンゾポルフィリン C6TBPH2

の２成分混合系での透明点前後での繰り返し加熱・冷却に伴うキャリヤ移動度変化を報告する。	
 

 キャリヤ移動度は約 15µmの厚膜におけるドリフト移動度を TOF 法により調べた。図１に示すよう

に、これまで検討して来た液晶性フタロシアニン同士の混合系と異なり C6PcH2/	
 C6TBPH2 混合系では

繰り返しの加熱・冷却によるキャリヤ移動度低下からの復帰は確認されないことが判った。この両系

の相違はカラム構造の安定性の相違に基づくものと考えられる。 
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Fig.1 Carrier mobility vs. heating- 

cooling cycle at 160 °C. 
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